
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国際ロータリー第 2640 地区ガバナー 三軒久義 

ガバナー事務所 
〒640-8215 和歌山市橋丁２３ サイバーリンクスＮ-４ビル２F

TEL.073-428-2640 

FAX.073-428-2643 

E-mail:info@rid2640g.org 

URL:http://www.rid2640g.org/sangen/ 

目  次 

１.ガバナーメッセージ 1 

２.地区大会雑感 2 

３.ガバナー補佐として(クラブ訪問記) 3～7 

４.Ｉ．Ｍ．報告 8～14

５.新入会員紹介 15 

６.訃報 16～17

７.ポールハリスフェロー・米山功労者（３月分） 18～19

８.ハイライトよねやま 19 

９.ロータリー文庫 20 

10.出席報告(３月分) 21 

11.５月行事予定表 22 

ガバナー 三 軒 久 義 

RI 会長 ウィリアム B．ボイド 



 

 

 

 

 
 新緑の候、クラブ会長、幹事様をはじめ会員の皆様にはお元気

でゴールデン・ウィークをお迎えのこととお慶び申し上げます。 
さて「考えよう！ロータリーの明日を」を大会テーマとして、R I 
会長代理・津田健三氏ご夫妻（第 2770 地区）をお迎えしての、

わが第 2640 地区の２００６～０７年度地区大会を 4 月 14 日 15
日の両日、スイスホテルと河内長野市ラブリーホールにて行いま

したところ、多数の会員の皆様のご出席を頂き、お蔭で田舎の割

には盛大に開催できたと喜んでおります。第 1 日目には会長の奥

様が 50 名もお越し下さり「R I 会長代理・津田健三様ご夫妻歓

迎晩餐会」に花を添えて頂き誠に有難うございました。これもひとえにビル・ボイド R I 会
長の強調事項の「ロータリー家族」を率先して取り組んだ結果と嬉しく思って感謝していま

す。「取り戻そう職業奉仕」「郷土・河内長野を知って貰おう」をモットーに河内長野東、河

内長野ロータリークラブが総力を上げて準備いたしましたが、不行き届きな点が多々あった

ことをお許しください。しかしロータリーの明日は「新世代」に担っていただかなくてはな

らないとの信念からプログラムに取り入れた「清教学園中・高生のハンドベル」「錦渓幼稚園

児の錦渓太鼓」のアトラクションは大好評でした。そして翌日お世話になったロータリー関

係以外の皆様に御礼にお伺いしましたが、河内長野市やラブリーホールをはじめとして何と

多くの方々にご協力をして頂いたかをあらためて知り感謝、感激いたしました。最後に平原

祥彰ガバナーエレクト、勝野露観ガバナーノミニーの挨拶があり、次期ホストの粉河ロータ

リークラブのメンバーによる歓迎のコールで無事幕を閉じることが出来ました。皆様本当に

有難うございました。 
4 月はクラブの周年行事も多い月でした。4 月 7 日の堺フェニックス R C 創立 10 周年、21
日の和歌山 R C 創立 70 周年,22 日の堺東 R C 創立３５周年、24 日の有田南 R C 創立 30 周

年とそれぞれ趣向を凝らした記念行事を開催され、ガバナーとして第 2640 地区を代表して祝

辞を述べさせて頂きました。その他、今年度は昨年 11 月 11 日の粉河 R C 創立 40 周年、12
月 9 日の堺泉ヶ丘 R C 創立 20 周年、今年 2 月 24 日の田辺はまゆう R C 創立 15 周年、3 月

13 日の関西国際空港 R C 創立 10 周年、3 月 18 日の泉南 R C 創立３５周年の 9 クラブが周

年記念行事をされました。おめでとうございました。 
最後に R Y L A セミナーが 4 月 28 日、29 日、30 日の 3 日間大阪府立青少年海洋センターで

行われました。２５R C から 80 名の研修生を推薦頂き、３５R C からロータリアンが参加

されました。前窪新世代カウンセラーをはじめ水田、平尾パストガバナー、平原ガバナーエ

レクトも参加して下さいました。ただ 3 日間研修生と寝食を共にして初めて R Y L A が分る

と思います。阪井委員長をはじめとする青少年ライラ委員会の皆様には本当に頭の下がる思

いです。有難うございました。 

ガバナーメッセージ 
国際ロータリー第 2640 地区

ガバナー  三軒 久義
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地区大会雑感 

 

 

 

 

 

 地区大会が例年度の通り、秋に開催されていたならば出席することも出来ず淋しい思いをし

ていたでしょうに、本年度は春に変更され久方振りに地区内ロータリアンの皆様方にお会いで

きることが出来たのは本当にラッキーでありました。もし三軒ガバナーが私へご配慮下さって

の上でのことであったとすると感謝の他ありませんし、心から厚く御礼申さねばならないと先

ず思いました。 

 三軒ガバナーのご人徳と、両ホストクラブの会員の皆さんの日頃のご奉仕の賜物か、２日間

ともに絶好の日和であったこともラッキーでありました。一年間勤めた大役を通じ、天候に恵

まれることがどんなに重要なことか体験しましたが、この２日間のお天気には、お見事と云う

より他なく、やはり天は自ら助くる物を助くでありました。 

 ロータリーは出会いだと云われ続けていますし、本会議でも出会いから生じる友情であり信

頼であると云われましたが、それを改めて実感できたのもラッキーなことでありました。多く

のロータリアンが一年間のご無沙汰を心配下さって声を掛けていただき肩まで叩いて労って下

さったのには感謝感激しました。改めてロータリアンの暖かさ優しさを教えていただいたこと

に御礼を申さねばなりませんし、入会候補者への入会説得を依頼されたり、打田クラブ会長さ

んの「必ず復帰しますから」と云うお声も嬉しく聴かせていただきました。 

 又ロータリーファミリーのご婦人が涙を流される程感動をお与え下さった藤川パストガバナ

ーの職業奉仕のお話しや、トップ経営者の方々の苦悩や心意気を垣間見させていただいた福島

さんのお話を聞かせていただいたのもラッキーの一つでした。世界的視野で寛容の精神を守る

時が来たように思えました。 

 それと当地では見られないアトラクションや当地でしか見られない民謡、両ホストクラブが

長年取組んでおられる社会奉仕と青少年奉仕の成果をタイミング良く楽しませていただいたの

もラッキーでした。 

 数々のラッキーを与えてくださった地区大会をホストされた三軒ガバナーと、森委員長をは

じめ、両クラブの皆さんの綿密なご計画と、周到なご準備とご行動とご熱意が、大会を大成功

に導いたものと心からの拍手を送り御礼を申し上げます。 

パストガバナー  
 楠 公延 
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ガバナー補佐として（雑感） 

 

 

 

 

 

快晴に恵まれた絶好の花見日和。今が盛りと咲き誇る桜の花。ピンク一色に囲まれた橋本

カントリークラブ大ホールで橋本ロータリークラブ主管の第２回３クラブ合同花見例会が会

員１００余名の出席のもと４月１２日盛大に開催されました。１４日の地区大会の準備のた

め徹夜が続き、満足に食事を摂っていない超多忙の三軒ガバナー副代表幹事を御招きし、交

歓すると共に「地区大会について」をテーマにご講演を賜わり、会員一同認識を深め、友情

の絆を深めることが出来ました。 

この合同例会の参加クラブは、過般 創立５０年、２０年、１０年の周年記念事業を各々

実施した橋本ロータリークラブを親クラブとする高野山及び橋本紀ノ川ロータリークラブで

あり、私が担当することを指示されているクラブであります。 

この合同例会は３クラブ会長・幹事の自主的な発案により、自由に企画されており、第１

回は９月２１日高野山ロータリークラブ主管により恵光院（宿坊）をお借りし開催されてい

ます。 

また、第３回合同例会は橋本紀ノ川ロータリークラブ主管により橋本商工会館で５月２２

日開催が決定されています。 

従来よりお互いの交流活動を続けてきたクラブがこの度新しい趣向を加え、素晴らしい内

容の濃い合同例会を年間３回開催されているかについて述べさせて頂きたく存じます。 

０６年３月末、クラブ会長により次年度ガバナー補佐就任要請を受けました。ＧＬＰに基

づくガバナー補佐制度について多少の認識が有ったとはいえ、具体的な職務内容は熟知せず、

無謀にも就任を受諾したことを反省したのは事実であります。 

その後三軒ガバナーのご指導を受け、研修セミナー、クラブ委員長会議等々、各種地区の

会合へ出席させて頂くことによりロータリーに関する知識も多少なりとも深めさせて頂くこ

とが出来ました。 

この様な機会を与えて下さいました関係各位に深謝致したいのが現在の心境であります。 

年度開始に当り、担当クラブの会長・幹事のご理解の基に初めての会合を持つことが出来

ました。 

ガバナー補佐 
 植山 忠郁（橋本紀ノ川ＲＣ）
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各クラブ共、立てた計画目標に最善をつくすこと。課題解決に積極的に取り組むこと。会

員の絶大なる理解と協力を得て順風満帆に推移しているとのお話しを聞き安心しました。こ

の会合での関心事は地区内クラブの会員増強・退会防止問題とＣＬＰの導入問題でありまし

た。しかし当地区ではＣＬＰの検討不足がＣＬＰに対する不安を増幅させているとの考えよ

り、本年度は研究年度と位置づけ、クラブの要望に応じ資料等提供させて頂くとの方針を伝

達致しました。 

とはいえ、魅力あるクラブづくりにＣＬＰ導入が最良であるとするＲＩ理事会の考え方の

中で導入は避けることが出来ないと思います。 

その時各クラブが特色のある奉仕活動を実施するのも一つの手法でもあるが、クラブ同士

が競り合っても地域社会にクラブの存在感を示す効果は少ないのではないかと考えます。そ

こでクラブ区域（地域）が同じである、３クラブが合同してより規模の大きい奉仕活動プロ

グラムを打ち出し、クラブを超えて「合同」で活動・実施する。また、ロータリーの方向性

が一致した広報活動を展開する方が、合理的、効率的、且つ住民の理解を得易いとの思いを

唱えたところ異論もあったことと思いますがご理解の賜わり今回の合同例会が開催されたも

のと理解致しています。 

咲き誇っていた桜も散り、葉桜・若葉の季節。本年度も余すところ２ヶ月となりました。

この合同例会の発展・継続を要望する声をお聞きする時、３クラブの情報交換活動を通して

の絆の深まりが将来の素晴らしい合同奉仕の事業展開に発展することを確信すると共に祈念

致したく存じます。 
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スコットランドのロータリアン 

 

 

 

 

 

 

 橋本 恵さんが 京都で挙式されて郷里串本に帰って来られた。串本ロータリークラブから

「元ロータリー財団国際親善奨学生・橋本 恵さんのご結婚のお祝い会 並びに彼女のイギリ

ス留学時のホスト ムーアご夫妻の歓迎会のご案内」という長いタイトルの案内状を頂いたの

は 昨年１１月１日のことである。 

 串本ロータリークラブは、少人数ではある

けれども過去に１２名も奨学生を海外に送り

出した名門クラブである。親子二代に亘って

奉仕活動をリードしてこられた矢倉甚兵衛さ

んの功績が大きい。 

 １１月７日６時半から始まったお祝いの会

場は、眼下に橋杭岩と大島を望む高台にあり、

数ある大和ロイアルホテルチェーンの中でも

白眉の景観と、石橋社長ご自慢のホテルであ

る。今回は遠くスコットランドから来られた

バリー ムーアさんご夫妻をお迎えするのに

相応しいホテルである。 

 

 橋本さんの母校串本高校の校長先生や恩師 、紀南国際交流会の会長、串本ロータリーの会

員、それに元会員も集まって心温まるパーティーが開かれた。 

お祝いと激励のスピーチがあり、続いて、橋本さんのお礼のご挨拶で「留学前には予想もしな

かった素晴らしいホームステイを体験して、国際交流の重要性を痛感しました」 聞きながら

拍手が起こる程の、感激的なご挨拶で、つい胸の熱くなる思いがして、補佐の冥利に尽きると

感じたものである。 

 

I.M.１組ガバナー補佐  
 玉置 泰作（那智勝浦ＲＣ）

5 



 

そのあと私が、特に印象的であったのは、ムーアさんの話であった。ムーアさんは ヴェール 

オブ キャロン ロータリークラブのメンバーで会長を経験された方である。矢倉さん、は橋

本さんの結婚式にムーアさんを招待はしたけれど、多分日本に来てはくださらないだろうと考

えられた様子であった、それが来られたということで望外のお喜びであったと推察する。 

 ムウアご夫妻と同じテーブルだったから、身近にムーアさんと接して落ち着いた雰囲気と、

よき時代の日本人が持っていた，いわば古武士見たいに背筋が真っ直ぐで，信念をもった男の

風貌に、好感を持った。お話は、スコットランドの民俗衣装からはじまった。先ず腰に巻いた

キルトは、横に拡げると、９ｍもあってタータンを織り上げた一枚の大きなウール地である。

タータンは家柄や部族によって異なり家紋みたいなかんじである。ムーアさんは、重いとおっ

しゃったのは、家紋のことも、重量もふくめてのことであろう。右足の靴下には，短剣が差し

込んである。ゲール語で黒い剣という意味の「スキャンドゥ」は見せてくれたのは銀色であっ

た。他家訪問の折りこの剣を見せて、再び右足に差し戻すが、」親しい家庭のときは、内懐に格

納するという。空港の検査よくパス出来たなとおもった。上から下まで沢山の決まり有る伝統

衣装を、余さず守り続けるスコットランドに人々を、尊敬すると同時に羨ましく思った。日本

には古武士は、見あたらなくなったのが無念ある。 
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ガバナー補佐体験記 

 

 

 

 

 

 

第１組から始まりましたガバナー補佐の体験記、それぞれ素晴らしい活躍の報告を拝見させ

て頂きました。いよいよしんがりの８組へ担当が回って参りました。恥ずかしい話ですがガバ

ナー補佐を指名され始めてその役割について勉強いたしました未熟なロータリアンであります。

手続要覧をさかのぼり DLP の目的や、DLP の役割や、DLP の果たすべき効果をゼロから勉強いた

しました。そして得た結論は大変なお役を引き受けたものだと後悔を致しました。最初の仕事

として昨年４月２３日付けで担当５クラブの会長様に対して年度の会長方針、活動計画及びク

ラブの解決必要と思われる問題点を箇条書きにして５月末日までに提出して下さいとお願い致

しましたが大変残念な事ですが全クラフから返事が有りませんでした。 

そこで訪問初回に卓話をさせていただく事にしました。『DLP とは何ですか』のテーマで少しで

も DLP の内容と知識を共有したいとの願いと私が考えるガバナー補佐の役割や担当クラブに対

するバックアップの姿勢を纏めてお話させて頂きました。 

そしてこの一年間 IM８組内であっても訪問する機会の無かったクラブの例会に出席することに

よって、新しい刺激受け、更に素晴らしい活動内容を拝見出来、数多くの勉強をさせて頂いた

のが私にとって一番の収穫でありました。 

これぞロータリークラブと言える表彰に値する活動内容のクラブも有りますがもう少し注力し

て欲しい希望を２つ提案させて頂きます。 

１．例会の形骸化が心配です。 例会の目的をもう一度考え、例会のあるべき姿を再構築をし

ませんか？ 

２．クラブ活動全般に対する長期計画の立案を望みます。 

  クラブ運営が単年度主義になっていませんか、ぜひ長期計画を創りクラブ運営の指針を明

確にして欲しいと望みます。 

クラブライフの中で人格形成の向上を実感出来る様なクラブ造りが出来た時、ロータリークラ

ブの存在が光り輝き自然と世間に認知されるロータリークラブになるのでないでしょうか？ 

I.M.８組ガバナー補佐  
 中田 佐和彦（堺ＲＣ） 
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2006～2007 年度 第２６４０地区 第５組 ＩＭ 報告 

日時 2006 年10 月28 日 ＡＭ 11：00 ～ ＰＭ 5：00 

場所 大阪府富田林市 すばるホール 

ホストクラブ 富田林南ロータリークラブ 

 

今年度2640 地区の三軒ガバナーは当クラブが所属するＩＭ第５組の河内長野東ＲＣであるこ

とから、早々に河内長野東RC へ表敬訪問を致し三軒ガバナーより直々にＩＭについてご指導を

仰ぎました。 

ゼネラルリーダーは亀岡パストガバナーであることを知り、その後は亀岡ゼネラルリーダーの

ご指導を仰ぐことになったのでありますが結果からみてもこのことが大変幸運でありました。 

日本のロータリアンの数が減少している原因は種々指摘されているところでありますが、原因

の一つにロータリアン自身がロータリーに魅力を感じているか否かという問題があります。ク

ラブの活性化を論じるとき必ず指摘されることの一つに「マンネリを打破して魅力的な例会を」

があります。このことをＩＭ単位に置き換えてみますと年に一度の催しではありますが「マン

ネリを打破して魅力的なＩＭを」と考えました。 

ＩＭの一般的なスタイルとして、基調講演を聴いて知識を習得すると共に、聞くだけではミー

ティングにならないから各クラブの限られた極小数の人が意見を述べ、それを総括するという

のがありますが、このことがマンネリでありＩＭの不人気の一因であるように思います。 

ロータリーは元来社会に奉仕に積極的な人々の集まりであることは普遍的な事柄であることか

ら「聞くだけでは物足りない。私も意見を述べよう」という全員参加型（バズセッション方式）

のＩＭを企画致しました。 

例年予想される150 名の全員に発言してもらうためにはどのような準備をしなければならない

のか、何分当地区にあっては初めての試みであること故、試行錯誤を重ねました。 

幸いなことにバズセツションに精通しておられる亀岡ゼネラルリーダーの懇切丁寧且つ適切な

ご指導のもと準備を致しました。 

予備会議において5 組の各クラブから討論リーダー（司会役）と補佐（書記役）各１名を選出

して頂き、それらの方々と共に討論テーマの特定と各クラブのテーマの分担を話し合いで決定

いたしました。この予備会議において各クラブにして頂かねばならないことを周知徹底できた

こともバズセッションに不可避の要素でありました。 

Ｉ．Ｍ．報告 

各Ｉ．Ｍ．よりいただいた資料を抜粋して月信に掲載いたしました。
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数多の討論テーマを次の４つに特定すると共に９つのグループに分けました。 

① クラブの活性化に関して‥‥‥‥４グループ 

② 地域と社会奉仕に関して‥‥‥‥２グループ 

③ ＷＣＳに関して‥‥‥‥‥‥‥‥２グループ 

④ 職業倫理に関して‥‥‥‥‥‥‥１グループ 

これらのグループに各クラブのＩＭ当日の参加者が偏らずに配分登録して頂くこと。 

ＩＭ当日は討論リーダー（司会役）と補佐（書記役）のどちらか一人がグループで話された意

見を纏めて全体会議の場で発表して頂くことなどを僅か１回の予備会議を開いただけで当日に

臨みました。 

結果として当初の出席予想150 名（例年の人数）を大きく上回る190 名（25％増）の出席を得

られたこと。 

午前の部（事前会議）に出席のＩＭ５組以外の地区役員様にもバズセッションに参加してご意

見を発表賜りましたこと。 

各グループにおいて時間が足りないくらい積極的に種々活発な意見が発表されたこと。 

続く全体会議において各グループの纏め役が大変要領よく発表されましたこと。 

本会議中、中途退席者が一人もなかったこと。 

後日松原RC の西浦ガバナー補佐からお褒めと慰労のメッセージを頂戴いたしましたこと。 

さらに多くの方々から「今年のＩＭよかった」の暖かい声を掛けて頂きましたことは素直にロ

ータリーの友情であると拝受致しますと共に、ＩＭに出席された全員の成果であると認識いた

しております。 

 

富田林南ロータリークラブ実行委員会 
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２００６～２００７年度 国際ロータリー第２６４０地区Ｉ.M.第３組 

ＩＮＴＥＲＣＩＴＹ ＭＥＥＴＩＮＧ 

Ｒ.I.テーマ：ＬＥＡＤ ＴＨＥ ＷＡＹ 

       「率先しよう」 

 

 Ｉ.M.第 3 組メインテーマ 

「クラブ・リーダーシップ・プラン(Ｃ．Ｌ．Ｐ．)を考える」 
 

国際ロータリー第２６４０地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ  三 軒 久 義 

ゼネラルリーダーＰ．Ｄ．Ｇ．   小 島  哲 

 

日  時  ２００６年１２月２日(土) 

場  所  和歌山東急イン 
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ホストクラブ      和歌山南ロータリークラブ 
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14



 

 

 

 

 

３３    月月  

後藤
ご と う

 太一
た い ち

 
所属クラブ：岸和田南ＲＣ 

職 業 分 類：一般歯科 

生 年 月 日：1970 年 3 月 24 日

 

コメント：まだ何かと解らない事が多いです

が、どうぞ宜しくお願い致します。

相羽
あ い ば

 克
かつ

昭
あき

 
所属クラブ：高石ＲＣ 

職 業 分 類：合成樹脂製造 

生 年 月 日：1947 年 4 月 9 日 

 

コメント：この度入会をさせていただきまし

た。皆様と楽しくロータリークラ

ブの精進を押し進めたいと思って

います。 

十 代
じゅうだい

 勝利
かつとし

 
所属クラブ：高師浜ＲＣ 

職 業 分 類：化学プラント工事

生 年 月 日：1943 年 11 月 10 日

 

コメント：生死をさまよう病気を克服し、こ

れからは何か人の為になることを

して行こうと思い入会しました。
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訃 報  謹んでご冥福をお祈り申し上げます 

 

松野
ま つ の

 末吉
すえきち

様（松原ＲＣ） 
２００７年３月２０日死去 

在籍期間：３９年１ヶ月 

職業分類：ビーズ・マーブル製造 

ポールハリスフェロー：ポールハリスフェロー 

米山功労者：第３回 米山功労者 マルチプル 

生年月日：１９２２年７月１１日 

 

 

 

 

井川
い か わ

 豊
ゆたか

様（大阪狭山ＲＣ） 
２００７年２月８日死去 

在籍期間：２４年 

職業分類：社会奉仕 

ポールハリスフェロー： 

マルチプルポールハリスフェロー ２回 

米山功労者：米山ファンドフェロー 

生年月日：１９３０年４月９日 

 

 

 

 

藤田
ふ じ た

 定
てい

三
ぞう

様（和泉ＲＣ） 
２００７年３月２６日死去 

在籍期間：２３年７ヶ月 

職業分類：毛糸紡績 

ポールハリスフェロー：２回 

米山功労者：３回 

生年月日：１９２９年９月１１日 
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訃 報  謹んでご冥福をお祈り申し上げます 

 

田伏
た ぶ し

 為
ため

博
ひろ

様（有田南ＲＣ） 

２００７年３月８日死去 

在籍期間：２２年６ヶ月 

職業分類：無機工業薬品 

ポールハリスフェロー：２回 

ベネファクター   １回 

米山功労者：５回 

生年月日：１９２８年３月８日 

 

 

 

 

北口
きたぐち

 正文
まさふみ

様（高石ＲＣ） 

２００７年３月１２日死去 

在籍期間：２０年 

職業分類：税理士 

ポールハリスフェロー：ベネファクター 

マルチプルポールハリスフェロー ３回 

米山功労者：米山功労者 ５回 

生年月日：１９５３年２月１９日 

 

 

 

 

梶川
かじかわ

 雄次郎
ゆうじろう

様（堺ＲＣ） 
２００７年３月２５日死去 

在籍期間：１８年３ヶ月 

職業分類：呉服販売 

ポールハリスフェロー： 

マルチプルポールハリスフェロー（１回） 

米山功労者：米山功労者（３回） 

生年月日：１９２５年７月１日 



 

ＰＨＦ・ベネファクター（３月分） 

 

お名前 回数 クラブ名 お名前 回数 クラブ名 

林 猛 BE 御坊南 水田 博史 4 岸和田東 

平岡 正已 9 羽衣 脇村 利恵子 1 堺西 

桝田 公平  羽衣 嶽盛 和三 9 堺西 

中條 一正 2 羽衣 久家 清 2 堺西 

奥原 保行 2 羽衣 大引 泰造 1 堺おおいずみ 

藤原 重行 1 泉大津 木下 裕允  堺清陵 

深井 喜一 2 泉大津 角谷 浩二 BE 泉南 

浜本 俊朗 2 泉大津 古川 米彦 3 高石 

原 満 1 泉大津 井上 良尚 3 高石 

丹農 秀知 3 泉大津 木本 淑規 2 高石 

田々美 勲 2 泉大津 前川 克洋 3 高石 

臼谷 利也 1 泉大津 柴山 俊彦 3 高石 

林 巖 BE 泉大津 山田 三郎 3 高石 

中西 秀文  海南東 松本 宣光 5 和歌山中 

向井 新 3 関西国際空港    

数字はマルチプルの回数   ＢＥはベネファクター 

 

米 山 功 労 者（３月分） 

 

お名前 回数 クラブ名 お名前 回数 クラブ名 

福田 勇 4 御坊 木野 靖勇 8 泉大津 

家永 信彦 1 御坊 森永 牧雄 2 泉大津 
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お名前 回数 クラブ名 お名前 回数 クラブ名 

亀井 三郎 4 御坊 濵口 正義 20 堺西 

狩谷 典男 4 御坊 大石 博康 2 泉南 

北野 兼 4 御坊 青木 辰二 4 高石 

小柳 義也 1 御坊 井上 良尚 4 高石 

中野 賢一 4 御坊 片山 公平 3 高石 

阪本 仁志 4 御坊 大森 豊 4 高石 

瀬戸 新一 18 御坊 瀬戸 康富 3 高石 

塩路 信人 1 御坊 津村 寛司 4 田辺 

高辻 幹雄 2 御坊 坪井 敏行 4 田辺 

岡本 喜代一 6 御坊南 横田 達夫 1 田辺 

藤林 秀樹 1 泉大津 小門 蔦子 2 和歌山アゼリア 

川上 喜代次 1 泉大津 三木 菊夫 1 和歌山南 

 

 

 

 
 

（財）ロータリー米山記念奨学会ニュース 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 

 ★ ハイライトよねやま ８６ 号 ★     2007 年 4 月 12 日発行 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 

：：今月のトピックス：： 

 

１．寄付金速報 ― 2006 年度、残りあと 3 カ月― 

２．米山奨学生オリエンテーションが全国でスタート 

３．米山奨学生の博士号取得状況 

４．2007 学年度版「米山カウンセラー・ハンドブック」を発行 

５．奨学規模縮小でも“民間最大”は変わらず！ 

６．ラジオ番組で米山奨学事業をアピール！ ― 第 2840 地区 ― 
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「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして 1970 年に創

立された皆様の資料室です。 
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、1 万９千余点を収集・整備し皆様

のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の

出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。 
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願

います。以下資料のご紹介を致します。 
 

記念講演から 

 
◎「人間はどこ迄生きられるか－寿命のはなし」 宮下正弘 2006 3p 

（「D.2540 インターアクト年次大会指導者講習会報告書」） 
 ◎「近未来における大学像」 八田英二 2006 12p （D.2650 地区大会） 
 
 ◎「みんな地球に生きる人－日本の国際化と子供の未来」 アグネス・チャン 

  2006 16p （D.2520 地区大会） 
 

 ◎「ロータリーからの贈り物」 関場慶博 2006 9p （D.2520 地区大会） 
 
 ◎「２１世紀の日本 世界に託す夢」 塩川正十郎 2007 4p 

 （D.2790 地区大会） 
 
 ◎「景観から見た日本の心」 涌井雅之 2007 10p （D.2800 地区大会） 
 
 ◎「公益の源流を歩く－ロータリーと公益を考える」 小松隆二 2007 5p 

（D.2800 地区大会） 
 ◎「『古池や』は本当か」 金子兜太 2006 4p （D.2720 地区大会） 

［上記申込先：ロータリー文庫（コピー／PDF）］ 

文 庫 通 信（236 号） 

ロータリー文庫 

〒１０５－００１１ 
東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 階 TEL(03)3433-6456・FAX(03)3459-7506 

http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前 10 時～午後 5 時   休館＝土・日・祝祭日 
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第 2640 地区 出 席 報 告（2007 年３月） 
 

会員数 入会 退会 会員数 入会 退会 

クラブ名 
05.7.１ 3 月末 3 月 累計 3 月 累計 

例
会
数 

3 月
出席率

平 均
出席率

クラブ名 
05.7.１ 3 月末 3 月 累計 3 月 累計 

例
会
数 

3 月
出席率

平 均
出席率

有 田 40 39 0 1 1 2 5 83.70 88.19 大 阪 狭 山 6 5 0 0 0 1 5 88.00 81.67 

有 田 南 43 39 0 0 1 4 4 93.86 91.15 りんくう泉佐野 27 27 0 0 0 0 3 81.33 82.90 

有 田 ２ ０ ０ ０ 19 20 0 1 0 0 3 73.33 79.06 堺 80 76 0 1 1 5 5 89.39 90.57 

藤 井 寺 13 13 0 1 0 1 4 71.12 78.44 堺 東 32 34 0 2 0 0 4 99.14 98.35 

藤 井 寺 し ゅ ら 17 17 0 0 0 0 4 86.00 90.80 堺 北 西 19 17 0 1 1 3 4 60.01 71.45 

御 坊 57 57 0 1 1 1 5 85.09 85.07 堺 泉 ヶ 丘 24 24 0 1 0 1 4 94.57 92.70 

御 坊 東 20 20 0 0 0 0 3 86.67 87.67 堺 北 42 42 0 3 0 3 4 83.77 73.01 

御 坊 南 34 35 0 1 0 0 4 86.76 88.16 堺 南 39 39 0 3 1 3 3 90.82 90.08 

羽 曳 野 31 31 0 2 0 2 3 93.30 94.45 堺 中 33 32 0 0 0 1 3 71.88 66.52 

羽 衣 25 26 0 1 0 0 5 76.80 81.06 堺 南 西 4 5 0 1 0 0 4 60.00 80.00 

阪 南 20 16 0 1 2 5 3 81.48 76.26 堺 西 26 26 0 1 0 1 4 90.79 93.52 

橋 本 53 55 0 4 0 2 5 94.29 90.87 堺 お お い ず み 35 35 0 1 0 1 4 97.50 97.81 

橋 本 紀 ノ 川 24 24 0 0 0 0 4 83.60 89.10 堺 フ ェ ニ ク ス 27 31 0 5 0 1 5 69.52 78.73 

岩 出 30 32 0 2 0 0 5 90.67 92.31 堺 清 陵 24 25 0 2 0 1 4 96.74 95.67 

和 泉 37 39 0 3 1 1 3 94.25 88.76 堺 泉 北 20 19 0 0 0 1 4 86.84 85.58 

和 泉 南 36 36 0 2 0 2 5 58.28 60.61 堺 東 南 14 16 0 3 0 1 5 83.33 90.17 

泉 大 津 51 51 0 2 0 2 5 76.11 77.56 泉 南 24 23 0 0 0 1 5 84.76 83.29 

泉 佐 野 37 36 0 3 0 4 4 91.07 91.63 新 宮 62 60 0 1 0 3 3 84.43 85.01 

海 南 51 50 0 0 0 1 3 74.65 80.52 白 浜 17 17 0 1 0 1 5 84.00 90.38 

海 南 東 71 71 0 0 0 0 4 80.36 82.53 忠 岡 16 16 0 0 0 0 5 72.67 72.96 

海 南 西 24 24 0 0 0 0 5 80.00 83.77 太 子 6 5 0 1 0 2 5 80.00 54.80 

貝 塚 25 21 0 0 2 4 4 100 98.40 高 石 36 35 1 2 2 3 4 64.81 70.97 

貝 塚 コ ス モ ス 21 22 0 1 0 0 3 90.00 92.21 高 師 浜 21 21 1 3 0 3 5 91.00 84.29 

関西国際空港 37 38 0 3 1 2 3 73.68 70.86 田 辺 87 88 0 2 0 1 5 89.60 91.48 

河 内 長 野 31 32 0 3 0 2 4 83.40 83.30 田 辺 は ま ゆ う 32 40 0 11 1 3 4 67.56 77.40 

河 内 長 野 東 28 30 0 4 0 2 3 91.30 91.98 田 辺 東 48 50 1 2 0 0 3 71.99 88.07 

岸 和 田 56 55 0 2 1 3 3 85.62 86.56 富 田 林 37 37 0 0 0 0 5 70.77 76.85 

岸 和 田 東 61 57 0 1 1 5 5 91.37 93.02 富 田 林 南 22 22 0 0 0 0 4 87.50 87.19 

岸 和 田 北 32 32 0 1 0 1 4 97.35 96.27 打 田 13 11 0 0 0 2 5 98.18 92.56 

岸 和 田 南 21 21 1 1 0 1 4 92.56 94.32 和 歌 山 69 77 0 11 1 3 4 90.83 90.50 

粉 河 27 24 0 1 0 4 3 90.28 85.71 和歌山アゼリア 50 48 0 5 0 7 4 84.00 81.89 

高 野 山 26 27 0 1 0 0 5 91.40 89.23 和 歌 山 東 60 62 0 3 0 1 4 85.00 89.40 

串 本 10 10 0 0 0 0 4 75.00 72.00 和 歌 山 城 南 40 43 0 4 0 1 4 83.56 86.97 

松 原 46 41 0 2 2 7 4 76.00 84.31 和 歌 山 北 50 52 0 4 0 2 3 76.30 80.89 

松 原 中 28 23 0 0 0 5 3 79.36 81.22 和 歌 山 南 89 88 0 5 0 6 5 77.87 82.08 

美 原 23 24 0 2 0 1 4 89.20 90.20 和 歌 山 中 34 34 0 1 0 1 5 82.96 81.75 

那 智 勝 浦 22 21 0 0 0 1 5 67.43 73.31 和 歌 山 西 22 22 0 0 0 0 3 95.00 94.99 

大 阪 金 剛 33 32 0 1 0 2 5 82.00 85.50 和 歌 山 東 南 39 41 0 3 0 1 4 84.69 87.09 

 
クラブ 7 月 1 日クラブ会員数 3 月末クラブ会員数 入会 退会 

男性 2451 女性 135 男性 2446 女性 140

3 月平均 

出席率 3 月 累計 3 月 累計 
76 

2586 2586 84.65 4 131 20 131
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５ 月 
１日 (火) ガバナー事務所ＧＷ休暇  

２日 (水) ガバナー事務所ＧＷ休暇  

３日 (木) クラブ米山カウンセラーオリエンテーション 全日空ゲートタワーホテル大阪 

４日 (金)   

５日 (土)   

６日 (日)   

７日 (月)   

８日 (火)   

９日 (水)   

１０日 (木)   

１１日 (金)   

１２日 (土) ＷＣＳ海外視察 インドネシア 

１３日 (日)  ↓  ↓ 

１４日 (月)  ↓  ↓ 

１５日 (火)  ↓  ↓ 

１６日 (水) （↓） （↓） 

１７日 (木)   

１８日 (金)   

１９日 (土) 財団奨学生選考試験 和歌山ＪＡビル 

２０日 (日)   ↓    ↓  

２１日 (月)   

２２日 (火)   

２３日 (水)   

２４日 (木)   

２５日 (金)   

２６日 (土) 第５回諮問委員会 ホテルグランヴィア和歌山 

２７日 (日) 
２００７～２００８年度長期派遣学生への第４回オリエンテーション（保護者同伴） 
２００７～２００８年度短期派遣学生への第２回オリエンテーション（保護者同伴） 

テクスピア大阪 

２８日 (月)   

２９日 (火)   

３０日 (水)   

３１日 (木)   

 

 

 

 

 

 

国際ロータリー第２６４０地区 

ガバナー事務所のご案内 

 

〒640-8215 和歌山市橋丁 23 サイバーリンクス N-4 ビル 2F 

Ｔ Ｅ Ｌ （073）４２８－２６４０ 

Ｆ Ａ Ｘ （073）４２８－２６４３ 

Ｅ-ｍａｉｌ info@rid2640g.org 

Ｕ Ｒ Ｌ http://www.rid2640g.org/sangen/ 

勤 務 時 間 9：00～17：00（土・日・祝日は休み） 

ＳＴＡＦＦ 代表幹事 永島 龍弘 

事 務 職 員 山本千恵子 平田有紀子 
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